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今後のスケジュール（概要） 

• 試行的導入における品目の選定基準や具体的な運用方法について検討 
• 平成28年度診療報酬改定に係る議論に併せて、試行的導入における選定基準・運

用方法について結論 

H28.4 費用対効果評価の試行的導入 

＜再算定＞ 
• 再算定に係る品目を指定し、企業においてデータ提出の準備を開始 
• 再分析グループにおいて再分析の準備を開始 
• 費用対効果評価専門組織（仮称）において事前協議（夏頃〆切） 

＜新規＞ 
• 提出されたデータの再分析を実施 

H28年度内 • 企業による分析結果の提出〆切 
• 再分析グループによる再分析の開始 

 

• 費用対効果評価専門組織（仮称）において、総合的評価（アプレイザル）を実施 
• 薬価算定組織及び保険医療材料専門組織において、評価結果に基づく再算定を 

実施し、価格算定案を作成 

費用対効果評価再算定の実施 

平成28年度の試行的導入に向けて、今後、以下のスケジュールを目安として検討を進めることとする。 
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